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平成２５年第７回（１１月）瀬戸内市議会定例会 

 

教育委員会行政報告 

 

市長の一般行政報告に引き続き、教育委員会から行政報告をいたします。 

 

○ おかやま教育週間について 

岡山県では、毎年１１月１日から７日までをおかやま教育週間として、

学校、家庭、地域社会が一体となって地域の子どもは地域で育てるとい

う機運を盛り上げていこうとしています。 

本市では、１１月１日を学校開放日とし、幼稚園、小・中学校では、

保護者や地域の方に子どもたちの活動や授業を自由に見ていただいたり、

地域の行事を一緒に行ったりするなど、それぞれ工夫を凝らした取組が

行われました。この日、延べ５，０００人を超える方が幼稚園や学校に

お越しくださいました。  

今後も更に学校、家庭、地域が一体となって子どもたちを育てていける

よう、学校支援地域本部事業を始めとした体制づくりに努めていきます。 

 

○ 体験型教育研修会について 

 本年度から実施している体験型教育推進事業の一環として、１０月 

２１日、２２日の二日間にわたり、牛窓東小学校、行幸小学校を会場と

して、研修会を実施しました。文部科学省優秀教員等を講師として招き、

公開授業や研究協議を行い、先生方の授業改善の一助になったものと 

考えています。来年１月には、数学者の秋山仁先生を招いての研修会を
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予定しています。  

 

○ 新図書館整備について 

 新図書館整備については、プロポーザルによる設計者選定後、教育委

員会と設計者による「基本設計」案の検討を進めてきたところです。 

 去る１０月１０日に、第８回としょかん未来ミーティングを開催し、

検討中の「基本設計」案について説明をさせていただいた後、市民の意

見をお聞きしたところです。 

 １０月１８日開催の総務文教常任委員会においては、「基本設計」案の

説明と、としょかん未来ミーティングにおける市民の皆さんからの意見

を紹介し、委員の皆様からも意見をいただきました。 

また、１１月２０日開催の同委員会においては、市の図書館整備につ

いての意見をいただいたところです。 

 今後のスケジュールについては、「基本設計」を１１月末を目途に完成

させ、来年３月までに「実施設計」を完成させる予定です。 

 

○ 備前長船刀剣博物館について 

博物館では、１０月９日から１８日まで、学芸員などがポーランド共

和国トルン市にあるトルン地域博物館を訪問し、刀剣の調査及び日本刀

や備前長船についての講演や実演を行いました。トルン地域博物館では

日本から持参した刀剣の展示、職人による実演や、学芸員などが講演を

行い、来場した多くのポーランドの方々に日本刀文化や備前長船につい

て理解を深めていただきました。また、現地の日本大使館の依頼により、

日本刀の作り方と鑑賞の作法について、満席の中、講義を行い、実際に
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日本刀を手にとって鑑賞していただきました。 

刀剣調査ではポーランド共和国の国立博物館、軍事博物館、トルン地

域博物館などで、計５0 振りを超える調査を行いました。 

この訪問の内容については、テレビせとうちで１１月１７日に３０分

番組で放送されました。 

１０月３１日から第８回お守り刀展覧会を開催しています。本年から

３つの賞が新設されることとなりました。まず始めに、刀剣の世界では

初めて文部科学大臣賞を、また、駐日ポーランド共和国大使館から特別

賞をいただきました。更には全日本伝統文化後継者育成支援協会によっ

て新人賞が創設され、若手の育成が図られることになりました。 

 

○ 瀬戸内市文化祭・備前長船菊花展の開催について 

公民館を拠点として様々な文化芸術活動を行っている個人・団体の

方々による日頃の学習成果の発表として、１０月と１１月に牛窓・中央・

長船町公民館で文化祭を開催し、延べ約６，５００人の方々の来場をい

ただきました。 

中央公民館では岡山県警察音楽隊による演奏や黒田官兵衛の魅力につ

いて講演も行われました。 

また、今年で２７回を迎えた備前長船菊花展を１０月１９日から１１月

１７日まで開催し、約５，５００人の方々の来場をいただきました。 

展示会場には、菊づくり講座受講者や愛好家の皆さん５８名による 

１３３点７１３鉢の「市の花」菊が見事に咲き誇りました。会期後半に

はライトアップが行われ、夜の幻想美もご覧いただきました。 
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○ スポーツフェスティバルについて 

１０月１４日の体育の日、秋晴れの中、邑久スポーツ公園全域全施設

で「スポーツフェスティバル２０１３」を実施しました。家族連れやス

ポーツの愛好者約８００人が各種スポーツに挑戦し、笑顔あふれる中、

気持ちのよい汗を流しました。 

 

○ 瀬戸内市立美術館について 

美術館では、秋に吉井川流域を中心とした８つのエリアで開催される

アートライン事業「廻遊―海から山から―」に参加した３つの展覧会を

行いました。 

まず、９月６日から１１月４日まで開催した「―この空の向こう―金

子みすゞの世界を詠う 木版画の詩人 鈴木敦子展」では、木版画家・

鈴木敦子がみすゞの詩をテーマに制作した木版画やガラス絵などを展示

しました。版画が摺りあがっていく様子のわかる制作工程を示したコー

ナーや、作家が実際に使用している彫刻刀やバレンといった道具を展示

したコーナーも設け、版画という技法を身近に感じてもらえる展示内容

となりました。 

次に、１０月３日から１４日まで、３階ギャラリーにおいて瀬戸内市

出身の黒田武志の作品展「箱になった粒子／時間の結晶」を開催しまし

た。牛窓で採取した素材を使った作品などを出品し、瀬戸内海に面した

牛窓の印象をイメージした会場構成となりました。 

最後に、１０月２２日から１１月４日まで３階ギャラリーにおいて開

催した「犬島時間展」では、写真や絵画、彫刻など、２００４年から「犬

島」で開催されているアートプロジェクト犬島時間から青地大輔ら現代
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作家７名の作品展示を行いました。 

 

以上をもって、教育委員会の行政報告とさせていただきます。 

 

平成２５年１１月２８日 

瀬戸内市教育委員会 

教育長 藤原 一成 

 


